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ｒ
佐
井
村
村
民
憲
章

『

帯

丿
意
欲
を
も
ち
、知

性
と
良
識
の

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明
る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

｛

、
勤
労
を
熹
鬩

力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

匸

自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し

い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

匸

心
身
と
も
に
健
全
な
子
の
育
つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

本
年
度
の
県
観
光
地
美
化
協
力

団
体
の
表
彰
弍
が
○

∩
二
十
三

日
匸
殃
庁
万
行
わ
れ
、
観
光
地
で

朧
權
⑤
匸
濟
掃
活
動
を
行
っ
て
い

る
県
内
∧
団
体
匚
表
彰
拮
が
贈
弓

杵
庁
し
か
。

長
後
緑
の
少
年
団
（
大
石
孝
之

団
長
他
二
十
夕
））
五
嘆

昭
和
六

十
一
年
の
結
成
以
来
、
仏
ヶ
浦
地

区
の
清
掃
活
動
を
毎
年
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
匸
の
活
動
ブ
認
め
ら

れ
て
の
表
彰
匸
、
団
員
の
み
な
さ

ん
は
と
て
豹
っ
杵
し
そ
う
で
す
。

こ
牡
丹
弓
七
模
範
団
体
と
し
て

活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

王

な

内

容

▽

つ
Ｘ
～
ユ
〕

平

成

元
年

度

予

算

４

～

已

韭

白

白

話
題

已

～
フ

教

育
万

よ

り

一
一
稼

ぎ
現

地

①

み
な

さ
ん

Ｂ

～
Ｏ

憚

顯

婦
万

よ

り

佃

～

竹

交

母

方
よ

り

螳

税

務

だ
よ

う

年

金
万

よ

り

帽

歳

時

記

仰

戸

籍

の

窓
口



平成元年度予算【一般会計】

２５億６，９１７万４千円鰰１ｔ５０゙

本
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、
村
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
佐
井

村
振
興
計
画
の
基
本
構
想
、
佐
井
村
過
疎
地
域
振
興
計
画
及
び
佐
井
村
村

民
憲
章
の
理
念
に
基
づ
穹
「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
の

建
設
」
を
掲
げ
、
第
一
次
産
業
を
中
心
に
、
地
場
産
業
の
振
呷

教
育
、

文
化
、
社
会
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、
具
体
的
施
策
を
講
じ
た
も
の
で

す
。ま

た
、
平
成
元
年
は
、
旧
佐
井
村
と
長
後
村
が
合
併
し
、
現
在
の
佐
井

村
と
な
っ
て
百
年
目
と
な
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
こ
の
一
世
紀
及
び
歴

史
の
節
目
口
当
た
り
百
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
新
た
な
村
の
発
展
を
期

す
る
た
め
、
各
種
の
記
念
事
業
を
実
施
し
、
村
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、

次
の
時
代
に
何
か
つ
て
一
層
の
躍
進
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲

本

年

度

の

主

な

事

業

▼

生

活

環

境

の

整

備

と

地

域

の

安

全

対

策

１

匳
囃
雎
謫
」

古
佐
井
奥
薬
研
線
改
良
工
事

八
〇
〇
・

福
浦
川
目
線
改
良
工
事

三
〇
〇
ｍ

県
道
整
備
負
担
金

賺

肺
既

睦

雎

防
火
水
槽
新
設
工
事

空
地
用

一

基

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入

一

台

感

⑤
旧

副

圉

古
佐
井
山
線
法
覆
工
事

小
規
模
治
山
事
業
（
六
兵
衛
沢
排
水
工
）

九
七
ｍ

急
傾
斜
地
対
策
事
業
負
担
金
（
原
田
、
大
佐
井
）

保

健

医

療

と

福

祉

の

充

実

ぽ

言

圏

幽

健
康
教
育
及
び
相
談
事
業

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
設
置

運
動
普
及
推
進
委
員
教
育
事
業

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
設
置



●村民１人あたりの予算額● ６７２，５５９円
総 務 費

』
－ ．

民 生 費 衛 生 費

八

農 林 水
産 業 費

土 木 費 消 防 費 教 育 費 公 債 費 諸支出金
予 備 費

２７６，５０５円 ２７，８７５円 ３９，９８８円 ９７，０６５円 ３６，１６２円 ２８，７８２円 ４２，１４９円 ８０，３３８円 ４３，６９５円

成
人
病
予
防
対
策
事
業
（
各
種
検
診
、
健
康
審
告

肝
臣
腦
冊
吋
医

各
種
団
体
等
活
動
補
助
金

重
度
心
身
障
害
者
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
扶
助

罔
囚
使
川
闘
圉

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
事
業

老
人
家
庭
奉
仕
事
業

老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
金

匣
庸
賜
冊
濘
言

青
少
年
健
全
育
成
推
進
事
業

青
年
の
船
派
遣
事
業

産
業
振
興
対
策

匯

贈
滌
膕
」

長
後
漁
港
改
修
工
事

西
防
波
堤

一
〇
一

福
浦
漁
港
改
修
工
事

西
防
波
堤
嵩
上
三
五
ｍ

原
田
漁
港
海
岸
保
全
工
事

離
岸
堤

四
〇
ｍ

漁
港
負
担
金
（
牛
滝
漁
港
、
磯
谷
漁
港
修
築
）

圭

並
型
魚
礁
設
置
（
磯
谷
穴
間
沖
）

ワ
カ
メ
養
殖
施
設
整
備
費
補
助
金

ア
ワ
ビ
中
間
育
成
施
設
運
営
費
補
助
金

ヒ
ラ
メ
栽
培
施
設
建
設
費
補
助
金

サ
ケ
ふ
化
育
成
放
流
事
業
費
補
助
金

所

喋
脹
㈲
忿
懣

農
業
振
興
地
域
整
備
事
業

水
田
農
業
確
立
対
策
推
進
事
業

水
田
肉
用
牛
等
生
産
条
件
整
備
事
業

囲

圏

隠

㈲

圉
」

森
林
地
域
活
性
化
緊
急
対
策
事
業

公
有
林
保
育
事
業

森
林
総
合
整
備
事
業

林
産
集
落
振
興
対
策
事
業

宍

（
仮
称
）
む
ら
お

匸

活
性
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

隔

腸
匹
厄
懣

（
過
疎
地
域
活
性
化
プ
只
ソ
エ
ク
上

温
泉
放
射
線
深
査
事
業

教
育
・
文
化
の
振
興
対
策

厨
匳

賄
段
歴
雎

教
職
員
住
宅
新
築
事
業
（
長
後
一
棟
）

肝
降
徴
濆
濘
灑

国
際
交
流
海
外
派
遣
事
業

地
区
総
合
学
級
開
設
事
業

側

倒
纈
司
頻
剿
一

本
薛
窃
会
舌
肋
費
浦
功
麁

特別会計予算Ｉ
国

民

健

康

保

険

事

業

特

別

会

計

二

億

七

、
四

七

八

万

円

医
療
費
の
支
払
い
や
、
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理
の
た
め
の
必
要
経

簡

易

水

道

事

業

特

別

会

計

一

億

五

、
九

六

七

万

円

清
潔
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
建
設
や
維
持
管

老

人

保

健

特

別

会

計

一

億

八

、
〇

三

六

万

円

壮
年
期
か
ら
疾
病
予
防
、
健
康
づ
く
り
を
け
じ
め
、
老
人
医
療
費

む

ら

お

こ

し

事

業

特

別

会

計

一

、
四

三

一

万

円

村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
産
品
を
開
発
し
商
品
化
に
努
め
る
た



むらの情報を広く掲載いた

します
Ｏ

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください。

最

高

賞

の

文

部

大

臣

奨

励

賞

＝
磯
谷
中
二
年
・
川
村
真
樹
君
＝

理
想
教
育
財
団
主
催
の
第
十
二

回
「
手
づ
く
り
の
絵
は
が
き
」
Ｊ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
、
三
月
四
日

磯
谷
中
学
校
で
、
文
部
省
初
中
局

の
遠
藤
友
麗
・
中
学
校
課
教
科
調

査
官
、
同
財
団
常
務
理
事
ら
を
迎

え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

磯
谷
中
学
校
で
は
、
全
校
生
徒

九
人
が
そ
ろ
っ
て
、
阿
保
芳
子
先

生
の
指
導
で
今
回
の
Ｊ
ン
ク
ー
ル

に
応
募
。
全
国
で
一
万
八
千
三
百

三
十
三
点
の
応
募
作
品
の
中
で
。

「
初
雪
の
日
」
と
題
し
て
教
室
の

窓
の
外
を
描
い
た
川
村
真
樹
君
が

最
高
賞
の
文
部
大
臣
賞
奨
励
賞
に

輝
い
た
の
を
筆
頭
に
、
一
度
に
六

人
が
入
賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
や

っ
て
の
け
ま
し
た
。

式
に
は
、
磯
谷
ホ
・
中
学
校
の

全
児
童
生
徒
を
け
じ
め
、
来
賓
や

父
母
が
出
席
。
遠
藤
調
査
官
か
ら

「
技
術
的
に
は
決
し
て
高
度
で
は

な
い
が
、
い
か
に
も
中
学
生
ら
し

く
素
直
で
ほ
の
ぼ
の
と
明
る
く
、

袢
び
伸
び
し
た
表
現
が
評
価
さ
れ

た
。」
と
い
う
講
評
と
と
も
に
、
川

村
君
ら
六
人
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と

賞
品
を
授
与
。
み
ん
な
で
小
さ
な

学
校
の
大
き
な
成
果
を
喜
び
あ
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
金
賞
＝
田
中
真
理
（
三
年
）
・

福
田
道
弘
（
一
年
）
▼
銀
賞
＝
田

中
泉
（
三
年
）
・
横
浜
美
智
子
三

年
）
▼
入
選
＝
田
中
秀
美
二

年
）

▲ 賞 状 を 授 与 さ れ る 川 村 君

▼川村君の作品▼入賞者のみなさん

佐
井
小
学
校
卓
球
部
主
要
大
会
の
結
果

平
素
よ
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん

か
ら
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
様
で
昨
年
は
、
次
の
よ
う

な
大
会
出
場
及
び
成
績
を
お
さ
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

七
月

第
六
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
卓

球
大
会
青
森
県
予
選
会

（
団
体
戦
）

八
月

全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会

青
森
県
予
選
会（

個
人
戦
）

九
月

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

青
森
県
予
選
会（

個
人
戦
）

▼
バ
ン
ビ
の
部
（
女
子
）

優

勝

竹

内

美

貴

▼
カ

ブ
の
部
（
女
子

優

勝

竹

内

幸

子

ペ
ス
ト
１６

奥

本

藍

子

▼
カ

ブ
の
部
（
男
子
）

優

勝

工

藤

和

寿

第
二
位

中

田

浩

雄

ペ
ス
ト
８

松

谷

貞

治

ペ
ス
ト
１６

山

路

太

郎

十
一
月

全
国
小
学
生
卓
球
大
会

（
郡
山
市
）

▼
カ

ブ
の
部
（
女
子
）

二
回
戦

竹

内

幸

子

▼
カ

ブ
の
部
（
男
子
）

四
回
戦

工

藤

和

寿

一
回
戦

松

谷

貞

治

一
回
戦

中

田

浩

雄

一
日
い

青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
歓
体
育
大
会
・
全
国
ホ

ー
プ
ス
卓
球
大
会
青
森
県

予
選
会

こ
の
よ
う
な
成
績
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
、
村
当
局
け
じ

め
地
域
の
多
く
の
方
々
の
物
心
両

面
に
わ
た
る
ご
支
援
の
賜
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

佐
井
小
学
校
卓
球
部
後
援
会

瀬

原

達

雄

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を

は
ず
し
ま
し
ょ
う

－
四
月
か
ら
は－

ｊ

使
用
自
粛
期
間



福
祉
関
係
者
Ⅲ
名
が
参
加

「
佐
井
村
福
祉
の
つ
ど
い
」

地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
が
叫
ば

れ
る
中
、
第
二
回
「
佐
井
村
福
祉

の
っ
ど
い
」
が
匸

二
月
七
日
福
祉

関
係
者
１６０
名
参
加
の
も
と
、
振
興

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
っ
と
い
は
、
佐
井
村
社
会

福
祉
協
議
会
と
佐
井
村
福
祉
団
体

連
絡
会
議
（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

身
障
福
祉
協
議
会
、
母
子
福
社
協

議
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、
民

生
児
童
委
員
協
議
会
）
が
共
催
で

開
い
た
も
の
で
、
佐
井
村
社
会
福

祉
協
議
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

下
北
地
方
福
祉
事
務
所
長
、
佐
井

村

議

会

議

長

の
祝

辞

、

そ

の
後

、

午

前

中

の
研

修

と
し

て

「
愛

の

か

け

橋

」

と

題
す

る
手

話

の

映
画

を

鑑
賞

し

ま
し

た
。

ま

た

、
昼

食

時

に
は

、

参

加
者

の
中

か

ら

踊
り

や

歌

が
披

露

さ

れ
、

心

を

和
ま

せ

て

く

れ
る

一

場
面

も
あ

り

ま
し

た

。

宍

午

後

か

ら

は
体

験

発

表

が
行

わ

れ

、
自

ら

の

体

験
を

切

々

と
参

加

者

に

訴

え

、
そ

し

て

参

加
者

も

ま

た
心

を

打

た

れ

た
こ

と

と
思

い
ま

す

。最

後

に

、
手

を
つ

な

ぐ
親

の
会

の
菊

池

清
子

会

長

が
、

地
域

福

祉

に

は
、

行

政

、
民

間

団

体

、
関

係

機

関

、

地

域

住
民

の
連

携

が
必

要

で
あ

る

と

い
う

こ

と
を

述

べ
、

つ

ど

い
を

閉
会

し

ま

し

た
。

●
体

験

発

表
者

Ｖ

「

が

ん

ば
っ

た
三

年
生

」

磯

谷

少

二
年

沢

口
真

理
子

▼
「

青

少

年

赤

十

字

に
加

盟

し

て

」
原

田

小

六

年

松

本

竜
二

▼
「

感

ず

る
ま

ま

に
」

老

人

ク
ラ

ブ
鈴

木

福
太

郎

▼

「

老

人

と

ふ

れ
あ

う

中

で
」

老

人

家

庭
奉

仕

員
田

名

部

昌

子

▼
「

私

の
体

と
人

生
」

坂
井

義
巳

▼
「

活

動
報

告

」

民

生
児

童

委

員

若

山
正

夫

▲体験発表する沢口さん（磯宮小３年）

矢
越
漁
協
婦
人
部
芸
能
祭

三
月
九
日
、
矢
越
地
区
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
で
、
矢
越
漁
協
婦
人

部
が
主
催
し
て
の
芸
能
祭
が
開
催

さ
れ
賑
い
を
み
せ
ま
し
た
。

手
踊
り
、
郷
土
芸
能
、
新
舞
踊

と
、
多
く
の
出
し
物
に
、
集
ま
っ

た
人
た
ち
は
大
喜
び
で
す
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
熱
演
す

る
た
び
に
、
大
き
な
拍
手
や
声
援

が
送
ら
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

▼熱演する婦人部のみなさん

ア

キ
缶

の

投

げ

捨

て

は

や

め

ま
し

ょ

う

雪
も
解
け
、
野
山
に
新
芽
の
芽

吹
く
頃
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
な
る
と
目
に
つ
く
の
が
、

道
ば
た
の
ア
キ
缶
で
す
。

私
た
ち
奉
仕
団
は
、
毎
年
春
と

秋
の
二
回
、
役
場
か
ら
願
褂
公
園

ま
で
、
国
道
の
ア
キ
缶
ひ
ろ
い
を

事
業
の
一
環
と
し
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
が
、
一
回
の
ア
キ
缶
ひ
ろ

い
で
ゴ
ミ
袋
十
五
個
ほ
ど
ひ
ろ
い

ま
す
。

佐
井
村
の
道
路
、
海
岸
を
全
部

行
い
た
い
の
で
す
が
、
十
五
人
の

団
員
に
は
や
り
遂
げ
る
こ
と
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。

ア
キ
缶
は
、
美
し
い
佐
井
村
の

景
観
を
汚
し
、
仮
に
観
光
客
が
捨

て
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

村
民
の
モ
ラ
ル
も
聞
か
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
や
ア
キ
缶
は
持
ち
帰
る
よ

う
に
し
、
ど
う
か
捨
て
る
こ
と
だ

け
は
や
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

「
や
め
よ
う
ア
キ
缶
の
車
か
ら
ポ

イ
、
船
か
ら
ポ
イ
」

（
佐
井
村
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
）

昭
和
六
十
三
年
度

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資

佐井診療所では、昭和６３年
度に「厚生年金・国民年金積

立金還元融資」によって「心
電計」を購入匸 一般診療、
各種健康診断等に活用してい
ます。



教
育
だ
よ
う

新

し

い

家

族

・
夫

婦

で

子

育

て

子

供

の

目

の

高

さ

と

生

活

の

場

東
京
都
立
大
学
教
授
・
心
理
学

詫

摩

武

俊

子
供
と
親
と
が
立
つ
た
ま
ま
で

話
を
す
る
と
、
目
の
高
さ
が
と
き

に
は

Ｉ
メ
ー
ト
ル
も
違
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
一
度
、
親
が
し
ゃ
が
む

と
か
中
腰
に
な
る
な
ど
し
て
、
子

供
と
目
の
高
さ
を
同
じ
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
子
の
見
て
い

る
世
界
は
こ
ん
な
も
の
だ
っ
た
の

か
と
驚
く
こ
と
か
お
る
で
し
ょ
う
。

親
に
は
見
え
な
い
草
花
が
あ
っ
た

り
、
虫
が
い
た
り
す
る
も
の
で
す
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
子
供
の

生
活
圏
、
交
友
範
囲
、
生
活
の
情

報
源
、
知
っ
て
い
る
過
去
の
で
き

ご
と
な
ど
に
っ
い
て
も
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
五
歳
の
子
供
と
十

歳
の
子
供
と
で
は
当
然
違
い
ま
す

が
、
大
人
の
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、

全
体
に
狭
く
、
限
定
さ
れ
て
い
て

量
も
少
な
い
も
の
で
す
。
ひ
と
り

で
行
け
る
と
こ
ろ
、
や
っ
た
こ
と

の
あ
る
こ
と
、
知
っ
て
い
る
こ
と
、

付
き
合
っ
て
い
る
人
、
い
ず
れ
も

隕
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
際
収
支
の
問
題
も
税
金
の
問

題
も
政
権
の
交
代
も
、
子
供
の
生

活
に
は
直
接
の
大
き
な
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
。
子
供
と
接
す
る
と
き

に
は
、
こ
の
子
供
の
も
っ
て
い
る

生
活
の
場
の
広
が
り
に
つ
い
て
理

解
を
も
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

学
校
（
保
育
所
）
と
そ
こ
で
の

友
達
と
の
で
き
ご
と
が
、
大
き
な

比
重
を
も
っ
て
い
ま
す
。
先
生
に

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
。

現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ぺ
上
ン
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の
か
け
橋

で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

留

守

家

族

激

励

訪

問

に

参

加

し

て

田
中
イ
マ
・
柳
田
良
子（
福
浦
）

私
た
ち
は
、
市
町
村
の
依
頼
で

青
森
県
出
稼
者
団
体
連
合
会
（
会

長

松
尾
官
平
）
が
実
施
し
て
お

り
ま
す
「
留
守
家
族
激
励
訪
問
」

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
お
陰
様
で

貴
重
な
体
験
を
得
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
留
守
家
族
が
出

稼
労
働
者
を
激
励
訪
問
す
る
こ
と

に
よ
り
「
留
守
家
族
の
不
安
排
除

と
出
稼
者
の
安
全
就
労
を
確
保
す

る
」
目
的
で
毎
年
行
っ
て
い
る
主

婦
の
激
励
訪
問
で
、
参
加
希
望
者
が

多
く
毎
回
定
員
オ
ー
バ
ー
に
な
る

そ
う
で
す
。

東
京
都
を
中
心
に
し
た
四
泊
五

日
と
い
う
訪
問
日
程
は
、
修
学
旅

行
以
来
の
こ
と
で
す
か
ら
旅
行
中

に
身
体
を
悪
く
し
た
ら
と
、
チ
ョ

ツ
ピ
リ
不
安
で
し
た
。

二
月
十
六
日
、
夕
方
五
時
県
庁

前
で
の
出
発
式
の
あ
と
県
か
ら
高

田
出
稼
対
策
室
長
を
団
長
に
引
卒

者
六
名
と
青
森
か
ら
乗
車
す
る
留

守
家
族
の
皆
さ
ん
が
大
型
バ
ス
ニ

台
に
分
乗
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
乗
っ
た
一
号
車
は
南

部
地
区
、
二
号
車
は
津
軽
地
区
の

参
加
者
で
す
。
出
発
の
合
図
と
共

に
ビ
ル
の
谷
間
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
響
か
せ
て
国
道
四
号
線
を
発
車

し
ま
し
た
。
途
中
、
野
辺
地
駅
他

六
ヶ
所
か
ら
訪
問
者
が
乗
車
し
鏝

後
の
三
戸
町
で
三
十
九
名
全
員
が

揃
い
、
一
路
東
京
都
へ
と
向
い
ま

し
た
。

十
七
日
、
車
内
の
温
度
と
話
声

で
目
を
覚
ま
す
と
私
た
ち
の
バ
ス

は
も
う
都
内
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

六
時
三
十
分
浅
草
の
雷
五
六
五

六
会
館
に
到
着
し
、
朝
食
を
終
っ

て
か
ら
国
会
（
参
議
院
）
に
向
い

ま
し
た
。
午
前
九
時
か
ら
松
尾
官

平
会
長
（
参
議
院
議
員
）
さ
ん
の

案
内
で
国
会
議
事
堂
の
見
学
で
す
。

私
た
ち
け
じ
め
訪
問
者
の
殆
ど
が

初
め
て
の
様
子
で
説
明
を
聞
き
な

が
ら
感
嘆
の
声
を
あ
げ
る
者
、
う

な
づ
く
者
あ
り
で
賑
や
か
な
社
会

科
の
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

昼
食
後
、
東
京
事
務
所
の
出
稼

相
談
員
の
案
内
で
墨
田
区
に
あ
る

伊
藤
製
パ
ン
㈱
、
翌
十
八
日
は
川

崎
市
多
摩
区
の
㈱
木
田
工
務
店
を

訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
二
社
は
、

季
節
エ
（
夏
型
、
冬
型
）
通
年
と

多
数
の
出
稼
者
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
所
で
す
。
所
長
さ
ん
か
ら

「
皆
様
方
の
ご
主
人
達
も
家
族

を
残
し
て
こ
の
遠
い
土
地
ま
で
働

き
に
来
る
と
い
う
事
は
大
変
で
し

ょ
う
し
、
又
、
留
守
を
し
て
お
ら

れ
る
奥
様
方
も
ご
主
人
の
身
体
の

こ
と
、
家
族
の
こ
と
な
ど
で
の
心

配
事
が
一
杯
で
し
ょ
う
。」
と
同
情

し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て

「
出
稼
者
无
雇
っ
て
い
る
私
ど



叱
ら
れ
た
、
友
達
と
け
ん
か
を
し

た
、
だ
れ
だ
れ
に
い
じ
め
ら
れ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
大
き
な
問

題
な
の
で
す
。
親
が
ど
う
だ
っ
て

い
い
じ
や
な
い
か
と
無
視
し
て
し

ま
い
が
ち
の
こ
と
が
、
子
供
に
は

深
刻
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

視
線
の
高
さ
を
同
じ
に
す
る
と
、

色
々
な
こ
と
に
気
づ
い
て
く
る
の

と
同
じ
よ
う
に
、
子
供
の
「
身
に

な
っ
て
」
み
る
と
、
子
供
の
生
活

意
識
や
価
値
観
が
共
感
的
に
理
解

で
き
ま
す
。
学
校
と
そ
こ
で
の
生

活
が
子
供
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重

要
で
、
学
校
で
の
で
き
ご
と
が
、

笑
い
、
悲
し
み
、
怒
り
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
し

月
曜
日
の
朝
、
喜
ん
で
登
校
し

午
後
、
多
少
の
疲
れ
は
あ
っ
て
も

機
嫌
よ
く
元
気
に
帰
っ
て
く
る
子

供
は
、
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い

る
子
供
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
学

校
に
行
く
こ
と
を
嫌
が
り
、
帰
宅

し
て
も
学
校
の
こ
と
や
仲
間
の
こ

と
を
少
し
も
話
題
に
し
な
い
子
供

は
、
何
か
問
題
を
抱
え
て
い
る
と

い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

学
校
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
そ
こ

で
た
だ
教
科
を
教
え
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
仲
間
と
の
付
き
合
い
方
、

自
己
主
張
と
自
己
抑
制
の
調
和
を

図
る
こ
と
な
ど
、
対
人
関
係
の
基

本
に
な
る
こ
と
を
習
得
し
て
い
く

と
こ
ろ
な
の
で
す
。

第
十
二
回

北
通
り
Ｉ
町
二
ヶ
村

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

去
る
二
月
二
十
五
日
（
土
）
佐

井
中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
。
第
１２
回
一
町
二
ヶ
村
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
佐
井
村

が
優
勝
し
ま
し
た
。
対
戦
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

佐

井

村
５８
－

３３
風
間
浦
村

大

間

町
６８
－

３５
風
間
浦
村

佐

井

村
５０
－

４７
大

間

町

優

勝

佐

井

村
チ
ー
ム

準
優
勝

大

間

町
チ
ー
ム

第
三
位

風
間
浦
村
チ
ー
ム

ち
も
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
家
族
の

こ
と
と
働
い
て
く
れ
て
い
る
ご
主

人
方
が
怪
我
や
病
気
を
し
な
い
で
、

お
互
い
に
安
心
で
き
る
よ
う
に
健

康
管
理
や
作
業
の
保
安
対
策
な
ど

に
っ
い
て
万
全
の
体
制
を
と
っ
て

い
る
。」

と
い
う
お
話
を
聞
き
一
安
心
し

ま
し
た
。

ホ
テ
ル
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
人

の
働
き
先
な
ど
種
々
と
語
り
合
い
、

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

十
九
日
の
最
終
日
は
、
皇
居
外

苑
で
の
記
念
写
真
、
明
治
神
宮
参

拝
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
見
学
、

浅
草
観
音
参
拝
な
ど
名
所
を
回
り
、

午
後
八
時
土
産
な
ど
を
両
手
に
し

た
訪
問
者
と
団
長
、
引
卒
者
全
員

が
バ
ス
に
乗
り
こ
み
ま
し
た
。

長
い
よ
う
で
短
か
か
っ
た
激
励

訪
問
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
旅
疲
れ

の
身
体
を
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
シ

ー
ト
に
も
た
せ
て
上
野
公
園
を
後

に
青
森
へ
と
向
い
ま
し
た
。

二
十
日
、
「
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」
。

「
遊
び
に
お
い
で
。
」
、
「
ま
た

会
い
ま
し
ょ
う
。
」
の
声
で
目
を

覚
す
と
青
森
県
の
南
端
三

尸
町

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
途
中
で

バ

ス
か
ら
降
り
て
い
く
訪
問
者
の
皆

さ
ん
方
と
別
れ
を
惜
し
み
、
午
前

九
時
無
事
県
庁
前
に
到
着
し
ま
し

た
。
対
策
室
の
方
々
か
ら
労
い
の

言
葉
を
か
け
ら
れ
、
お
社
の
あ
い

さ
つ
を
し
て
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

村
長
さ
ん
の
ご
配
慮
に
よ
り
ま

し
て
、
出
発
か
ら
帰
着
ま
で
福
浦
、

青
森
間
を
送
迎
し
て
頂
き
ま
し
て

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

「佐井村出稼留守家族

主婦の会」結成される
去
る
二
月
二
十
一
日
、
佐
井
村

留
守
家
族
主
婦
の
会
設
立
総
会
が

佐
井
村
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

発
起
人
会
代
表
の
品
田
芳
子
さ

ん
か
ら
「
私
た
ち
は
、
夫
の
出
稼

中
、
子
育
て
の
大
任
と
家
事
や
農

（
漁
）
作
業
、
新
戚
近
隣
と
の
交

原
な
ど
で

しヽ
配
ご
と
が
山
賊
耻
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
同

じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
出
稼
留
守

家
族
の
主
婦
が
結
集
し
、
意
見
を

出
し
合
っ
て
共
同
意
識
を
高
め
、

助
け
合
い
の
活
動
を
展
開
し
て
行

き
、
行
政
配
慮
と
主
婦
の
会
の
自

主
活
動
に
よ
っ
て
私
た
ち
留
守
家

族
の
環
境
を
改
善
し
て
行
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
来
賓
の
村
長
か
ら
激
励

と
支
援
の
挨
拶
が
あ
り
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

議
案
審
議
の
結
果
、
規
約（
言

、

平
成
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

予
算
（
案
）
が
現
案
通
り
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
役
員
選
出
に
入
り
次

の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

太
田
（

ル
子

副
会
長

宮
川

久
・
奥
本
弘
美

理

事
大
佐
井

坪
谷
は
つ
・
田
名
部

愛
子
・
金
丸
藤
子

古
佐
井

松
林
信
子
・
工
藤
せ

つ
子
・
木
下
聖
子

原

田

松
村
ぬ
ゑ

川

目

荒
川
貞
子

矢

越

田
中
石
子

磯

谷

横
浜
幸
枝

長

後

大
石
さ
だ
子

福

浦

柳
田
良
子

牛

滝

坂
井
つ
か
子

監
事

品
田
芳
子
・
藤
田
い
し
子



保 健 婦 だより

受けよう
結核検診

毎年４，０００人以上の

人々が結核で死亡

剛
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
結
核

い
ま
も
年
間
六
万
人
近
く
が
発
病

「
国
民
病
」
と
恐
れ
ら
れ
て
き

た
結
核
も
、
戦
後
順
調
に
減
少
を

続
け
、
い
ま
で
は
も
う
「
昔
の
病

気
」
と
考
え
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
近
ご
ろ
は
結
核
の
話
を

聞
く
こ
と
は
ま
れ
だ
し
、
結
核
化

学
療
法
の
進
行
は
め
ざ
ま
し
く
、

生
命
が
お
ひ
や
か
さ
れ
る
こ
と
は

め
っ
た
に
な
く
な
っ
た
の
で
、
過

去
の
病
気
と
考
え
る
人
が
多
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
毎
年
四
千
人
以
上
の

Ａ

び
と
が
結
核
で
死
亡
し
、
一
年

間
に
新
た
に
結
核
に
な
る
人
は
五

万
六
千
人
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

治
療
中
の
患
者
と
、
治
療
は
終
わ

っ
だ
け
れ
ど
再
発
の
チ
ェ
ッ
ク
の

た
め
に
経
過
観
察
を
受
け
て
い
る

人
な
ど
を
合
わ
せ
、
い
ま
で
も
約

三
十
万
人
近
く
に
も
の
ぼ
る
人
が

保
健
所
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
昭
和
五
十
二
年
こ

ろ
か
ら
減
り
か
た
が
鈍
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
い
く
と

二
〇
〇
一
年
に
な
っ
て
も
一
年
の

あ
い
た
に
新
た
に
結
核
に
な
る
人

は
一
万
五
千
人
を
超
え
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
や
職
場
で
の
結
核

集
団
感
染
事
件
は
あ
と
を
絶
た
ず

最
近
で
は
か
え
っ
て
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

結
核
は
昔
に
く
ら
べ
て
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
病
気
そ

の
も
の
は
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
ま
で
も
わ
が
国
最

大
の
「
伝
染
病
」
の
一
つ
な
の
で

す
。

２
結
核
の
感
染
を
な
く
す
た
め
に

十
日
以
上
せ
き
が
続
い
た
ら
、

ま
ず
胸
部
写
真

結
核
は
、
結
核
菌
を
だ
し
て
い

る
患
者
が
せ
き
や
く
し
や
み
な
ど

を
し
た
と
き
に
飛
び
ち
ら
す
。。
し

ぶ
き
”
の
中
に
い
る
結
核
菌
を
肺

に
吸
い
込
ん
で
う
つ
り
ま
す
。
感

染
源
と
な
る
患
者
の
大
部
分
は
結

核
と
診
断
さ
れ
る
前
で
、
自
分
で

は
結
核
と
知
ら
ず
に
「
せ
き
」
を

し
て
結
核
菌
を
ま
き
散
ら
し
て
い

る
わ
け
で
す
。

血

圧

な

ん

で

も

○

＆

⑥

①
最
ほ
血
圧
が
高
い
の
は
よ
く
な
い
？

Ｑ
最
低
血
圧
が
低
い
の
に
最
高
血

圧
が
高
く
出
る
の
は
な
ぜ
で
し

よ
う
。
反
対
に
最
高
は
低
め
に

出
る
の
に
最
低
が
高
く
出
る
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
よ
く
最
低
血
圧
が
高
い

の
は
よ
く
な
い
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
ほ
ん
と
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
人
の
血
圧
は
絶
え
ず
変
動
し
て

い
ま
す
が
、
血
圧
が
上
下
す
る

と
き
は
、
普
通
、
最
高
血
圧
と
最

低
血
圧
は
ほ
ぼ
平
行
し
て
上
下
し

ま
す
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
そ
う

で
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
高
血
圧
が
正
常
で
も
最
低
血

圧
が
高
い
（
九
〇
以
上
）
と
い
う

と
き
は
、
多
く
の
場
合
動
脈
の
先

が
動
脈
硬
化
な
ど
で
血
管
の
内
腔

が
狭
く
な
っ
て
い
る
た
め
に
起
こ

り
ま
す
。
こ
の
状
態
が
続
く
と
動

脈
硬
化
は
ま
す
ま
す
進
行
し
、
心

臓
や
腎
臓
に
負
担
を
与
え
る
の
で

要
注
意
で
す
。

一
方
、
最
低
血
圧
は
正
常
（
九

〇
以
下
）
で
最
高
血
圧
だ
け
が
高

い
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
老
人
の
高
血
圧
に
よ
く
み

ら
れ
ま
す
が
、
太
い
動
脈
（
大
動

脈
）
が
硬
化
し
た
た
め
に
起
こ
り

ま
す
。
最
低
血
圧
の
上
昇
を
と
も

な
わ
ず
、
最
高
血
圧
だ
け
高
い
老

人
は
、
そ
れ
が
一
八
〇
を
超
え
な

け
れ
ば
、
あ
ま
り
心
配
は
い
り
ま

せ
ん
。

最低血圧が９０を超えてい

なければ大丈夫



結
核
を
な
く
す
た
め
に
は
、
感

染
を
受
け
な
い
こ
と
が
最
も
大
切

で
す
が
、
こ
の
た
め
に
は
、
菌
を

ま
き
散
ら
す
患
者
を
な
く
す
こ
と

つ
ま
り
、
結
核
患
者
を
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
発
見
し
、
治
療
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

具
体
的
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
「
せ
き
」
が
十

日
以
上
も
続
く
よ
う
な
と
き
に
は

③
す
す
ん
で
受
け
よ
う
結
核
検
診

一
度
結
核
に
感
染
す
る
と
、
い

つ
発
病
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

一
年
、
二
年
の
お
い
た
無
事
で
も

そ
の
後
に
な
っ
て
発
病
す
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う

え
、
は
じ
め
の
う
ち
は
せ
き
も
て

な
い
し
熱
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚

症
状
の
な
い
軽
い
結
核
の
発
見
に

は
、
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
が
威

力
を
発
揮
し
ま
す
。

ま
た
、
肺
が
ん
の
早
期
発
見
も

で
き
ま
す
の
で
、
す
す
ん
で
結
核

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

す
す
ん
で
受
診
し
、
結
核
に
な
っ

て
い
な
い
か
ど
う
か
、
調
べ
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

年
に
一
回
の
結
核
検
診
の
機
会
に

す
す
ん
で
受
け
、
健
康
で
あ
る
こ

と
を
た
し
か
め
る
こ
と
で
す
。
自

分
の
健
康
が
確
か
め
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
結
核
の
感
染
を
な
く
し

次
の
世
代
を
結
核
か
ら
守
る
こ
と

に
も
役
立
つ
か
ら
で
す
。

検 査

胸部レントゲン検査

肺癌も見つけてもらえ

ます。

４

月

の

保

健

事

業

１７

日一

靉

検

２１

日

金

５

日
用

小
児
マ
ヒ
生
ワ

ク
チ

ン

対

象

昭

和

６３
年

１

月

～

昭

和

６３

年
１２

月

生

場

所

佐

井

診
療

所

時

間

午

後

一

時

１０

日

㈲

ツ
ペ

リ

ク
リ

ン
反

応
測

定

１２

日

用
Ｂ

Ｃ

Ｇ

接

種

原

田
小

学

校

・
佐

井

中

学

校

１７

日

㈲

ツ
ペ

リ

ク
リ

ン
反

応
測

定

１９

日

用
Ｂ

Ｃ

Ｇ

接

種

佐
井
小
学
校
・
磯
谷
・
長
後
小
中
学
校

２５

日

㈹
狂

犬

病

予
防

接

種

２７

日

用
乳

児

健

康
相

談

離

乳

食

調

理
実

習

対

象

４

ヶ
月

児
・
５３

午
口

月

生

７
ヶ
月
児

６３
年
９
月
生

５
・
６
・
８
ヶ
月
児

場
所

役
場
セ
ン
タ
ー
和
室

時
間

午
前
１０
時
～
午
後
１２
時

２６
日
収
ツ
ペ
リ
ク
リ
ン
反
応
測
定

２８
日
白
Ｂ
ｃ
Ｇ
接
種

福
浦
・
牛
滝
小
中
学
校

３
日
印

１０
日

剛
｝

健
康
相
談
日

１８
日
匍ぐ

場
所

役
場
・
健
康
相
談
室

受
付
時
間

午
前
９
時
～
１１
時

５
月
１
日
㈲

土
呂
が
ん
検
診



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

若
年

者

の

交
通

安

全

指
導

者

講

座

に

出
席

し

て会
長

松
谷

三
枝

こ
の
ば
ど
青
森
市
の
文
化
会
館

で
、
県
内
各
地
か
ら
多
数
の
参
加

者
が
集
り
開
催
さ
れ
た
、
若
年
者

の
交
通
安
全
指
導
者
講
座
に
出
席

し
て
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
若
年
者
の
交
通
事

故
の
実
態
に
つ
い
て
、
県
警
本
部

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
未
の
、
県
内
の

運
転
免
許
人
口
は
、
六
十
六
万
五

干
五
十
九
人
で
、
こ
の
内
二
十
四

歳
以
下
の
若
年
運
転
免
許
人
口
は

九
万
八
千
四
十
五
人
で
、
十
四
・

七
％
に
あ
た
り
、
死
者
は
百
四
十

四
人
の
内
五
十
八
人
で
、
全
体
の

四
〇
・
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
月
別
で
は
八
月

が
一
番
多
く
、
次
に
十
月
と
な
り

土
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
夜
間
か
ら

早
朝
に
か
け
て
多
発
し
て
い
ま
す
。

車
対
車
の
事
故
が
多
く
、
ド
ラ
イ

ブ
中
の
速
度
違
反
、
無
謀
運
転
に

よ
る
も
の
が
目
立
ち
ま
す
。

あ
る
人
は
、
一
般
道
路
を
時
速

一
九
〇
嫋
も
出
し
て
走
っ
て
い
る

人
も
あ
り
、
正
常
で
は
考
え
ら
れ

な
い
事
で
す
。
ま
た
八
割
の
人
達

が
違
反
前
歴
を
持
っ
て
い
て
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
の
低
下
も
原

因
の
一
つ
で
す
。

若
年
者
の
交
通
安
全
教
育
に
つ

い
て
は
、
県
教
育
庁
保
健
体
育
課

の
講
議
で
、
あ
と
ご
〒

四
年
し
な

い
と
学
校
教
育
に
入
っ
て
い
か
な

い
と
の
こ
と
で
、
残
念
な
こ
と
で

す
。
一
刻
も
早
く
義
務
教
育
の
中

で
取
り
あ
げ
て
、
。命
の
大
切
さ
を

教
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
交
通
安
全
教
育

の
考
え
方
に
つ
い
て
、
本
田
技
研

か
ら
星
節
雄
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
始
ま
り
ま
し
た
。

交
通
と
の
か
か
お
り
あ
い
は
、

生
涯
教
育
で
あ
る
。
教
育
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
心
の
内

か
ら
変
っ
て
い
く
よ
う
に
、
安
全

人
間
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
を
し
つ
け
る
と
き
は
、

た
だ
気
を
つ
け
て
で
な
く
、
な
ぜ

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
、
具
体
的
に
話
し
て
聞
か
せ
る

こ
と
。（
車
、
信
号
、
横
断
歩
道
な

ど
）重

大
事
故
の
傾
向
は
、
運
転
技

術
の
未
熟
ば
か
り
で
な
く
、
安
全

心
の
欠
如
に
よ
り
起
こ
り
、
九
十

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

４

月

６

日

～

１５

日

な

く

そ

う

交

通

戦

争

防

ご

う

交

通

事

故

昭
和
四
十
年
代
は
「
交
通
戦
争
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
し
だ
。

子
供
を
中
ふ
と
し
た
交
通
事
故
死
者
数
が
毎
年
一
万
人
を
超
え
、
多
い
と

き
に
は
一
万
五
千
人
以
上
の
死
者
が
出
た
の
で
す
。
そ
の
後
交
通
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
の
徹
底
に
よ
り
、
死
者
数
は
一
万
入
以
下
回
減
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昨
年
、十

三
年
ぶ
り
に
交
通
事
故
死
者
数
が
一
万
人
を
突
破
し
、

交
通
戦
争
と
い
う
言
葉
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
昨
年
の
事
故
で
特
に
目
立
っ
た
ヶ
－

ス
を
取
り
上
げ
、
ど
う
す
れ
ば

交
通
事
故
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

●
子

供
の

事

故

●

圧

倒

的

に

多

い

。
飛

び

出
し

”

子
供
の
事
故
で
圧
倒
的
に
多
い

原
因
は
「
飛
び
出
し
」
で
す
。
昭

和
六
十
三
年
の
全
国
統
計
を
見
ま

す
と
、
七
歳
か
ら
十
二
歳
ま
で
の

子
供
の
歩
行
中
に
起
き
た
事
故
で

は
、
百
人
中
四
十
八
人
が
「
飛
び

出
し
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
六
歳

以
下
で
は
、
こ
の
数
字
が
約
五
十

三
人
と
さ
ら
に
高
く
な
り
ま
す
。

飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
が
、
い
か

に
多
い
か
が
分
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
か
ら
子
供
を
守

る
た
め
に
は
、
ま
ず
大
人
が
次
に

挙
げ
る
よ
う
な
子
供
の
特
性
を
知

り
、
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
一
つ
の
も
の
に
注
意
が
向
く
と

周
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
い
。

②
子
供
は
視
野
が
狭
く
、
視
点
が

低
い
。

③
大
人
の
ま
ね
を
し
て
、
横
断
歩

道
以
外
の
と
こ
ろ
を
横
切
っ
た
り

信
号
無
視
を
し
た
り
す
る
。

④
于
を
挙
げ
さ
え
す
れ
ば
車
は
止

ま
っ
て
く
れ
る
、
と
い
っ
た
よ
う

に
、
物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
し



九
％

が
人

的
事

故

で

あ

る
。

実

行

タ
イ

ミ

ン

グ

の
間

違

い

と

、
判

断

の

誤
り

が
九
〇
％

も

あ

り

、
操

作

の

誤
り

そ

の
他

は

Ｉ
〇
％

し

か
な

い
。

運

転

は

、

経
験

か

ら

培
わ

れ

た
記

憶

に

よ
り

行

動

さ

れ

る
。

経

験

者
は

、

豊

富
な

記

憶

の
蓄

積

か

ら

情
報

処

理
し

、
運

転

行
動

を

と

る

が
、
初

心

者

は
初

め

て

の
体

験

で

、

処
理

能

力
不

足

か
ら
不

適

切

行

動

に
出

や

す

い
。

若

い
と
反

応

は

早

い

が
、

老

い

と
の

差

は

〇

・

三

秒
ぐ

ら

い
だ

け
。

ス

ピ
ー

ド

を

出

寸

ほ

ど
停

止

距

離
も
長
く

な
る
。

「
車

は

急

に
止
ま

れ
な

い
」
で
あ
る
。

事

故
原

因

は

、

一

、

カ
ー

ブ
に

お

け

る
事

故

は

、

安

全

速
度

を

無

視
し

て

限

界

速

度

を

超
え

た
速

度

で

走
行
し

た

こ

と

に
よ

り

起

き

る
。

二

、

単

独

事
故

も

あ
り

、

駐

車

車

輯
や

路
上

障

害

物

な

ど

に
衝

突

し

た
事
故

も
多

い
。

三

二

父
差

点

の
事

故

で

、
信

号

機

の
な

い
所

で
、

六

メ

ー
ト

ル
以

内

の
道

路
幅
の
所
で
や
っ
て

い
る
。

一

事
故

の
対

応

策

と
し

て

、
人

的

過

失

を
少

く

す

る
こ

と
に

あ

る
。

若

年
運

転

者

の
教

育

は

、

一

、

緊
急

事

態

の
訓

練

を

体

験
さ

せ
、
そ
の
認
識
の
も
と
に
安
全

意
識
の
高
揚
を
計
る
こ
と
。

二
、
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ば
か

り
で
な
く
、
心
の
教
育
が
大
切

で
あ
る
。

三
、
何
か
危
険
で
何
か
安
全
な
の

か
、
模
擬
教
育
す
る
こ
と
。
段
階

に
応
じ
て
要
求
水
準
を
高
く
し

な
い
よ
う
に
教
育
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
お
互

い
に
相
手
の
車
（
四
輪
・
二
輪
）

の
特
性
を
知
る
こ
と
が
大
切
。

以
上
の
よ
う
に
結
び
、
講
座
を
終

了
し
ま
し
た
。

表
彰
状
を
頂
い
て
思
う川

岸

智
子

こ
の
た
び
大
間
警
察
署
長
、
大

間
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の
連
名

で
表
彰
状
を
頂
き
、
心
か
ら
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

佐
井
村
交
通
安
全
毋
の
会
が
結

成
さ
れ
て
、
今
年
で
は
や
十
年
。

振
り
返
っ
て
見
て
思
う
こ
と
は
、

母
の
会
の
役
割
、
そ
れ
か
ら
任
務
、

そ
し
て
実
践
と
、
母
親
の
立
場
か

ら
、
ま
た
家
庭
の
中
の
管
理
者
と

し
て
、
家
族
の
命
や
地
域
の
子
ど

も
達
の
命
を
、
無
惨
な
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う
と
、
未
熟
な
が
ら
交

通
ル
ー
ル
、
道
徳
な
ど
、
私
な
り

に
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
と
も
す

れ
ば
挫
折
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

そ
ん
な
時
、
前
会
長
の
山
崎
さ
ん

や
松
谷
会
長
に
は

多
く
の
面
で

励
ま
し
や
ご
指
導
を
頂
い
た
事
を

有
難
く
思
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
く
る

車
社
会
の
中
で
、
家
族
全
員
、
事

故
に
も
遭
わ
ず
幸
福
な
生
活
を
維

持
し
て
い
る
時
、
「
交
通
安
全
は

家
庭
か
ら
、
し
つ
け
か
ら
」
の
モ

ッ
ト
ー
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か

ま
た
、
必
要
で
あ
る
か
を
改
め
て

心
か
ら
深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
表
彰
状
に
恥
じ
な

い
よ
う
、
事
故
の
な
い
村
づ
く
り

の
た
め
に
協
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

な
い
。

特
に
四
月
は
、
入
園
・
入
学
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
入
園
・
入
学
を

控
え
た
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ご

両
親
は
、
事
前
に
通
園
・
通
学
路

を
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
危
険
な
場
所
を
確
認
し
、
ど

ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
か
を
、
具
体
的
に
教
え

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
お
年

寄

り

の

事

故

●

大

切

な

の

は

″
己

を
知

る

″
こ

と

こ
こ
数
年
目
立
っ
て
増
え
続
け

て
い
る
の
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
の
死
亡
事
故
で
す
。
昭

和
六
十
三
年
中
に
は
、
二
千
三
百

六
十
九
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の

到
来
を
考
え
る
と
、
今
後
も
お
年

寄
り
の
死
者
数
が
増
え
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
お
年
寄
り
が
交
通
事
故

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
心
が
け
る

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
一
番
大

切
な
の
は

。
己
を
知
る
”
こ
と
で

す
。
若
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
と

っ
さ
の
と
き
に
体
が
動
か
な
く
な

っ
て
い
る
方
が
少
な
く
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
次
の
よ
う
な

。
安

全
行
動
”
を
、
日
頃
か
ら
習
慣
づ

け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

一

歩
行
者
専
用
の
青
信
号
が
点
滅

し
た
ら
、
次
の
青
信
号
に
な
る
ま

で
待
っ
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

一

道
路
を
横
切
る
の
は
危
険
で
す
。

遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
を
渡
り
ま

し
ょ
う
。

●
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
は
、

交
差
点
の
手
前
で
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
止
ま
り
、
必
ず
左
右
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

定

期
巡
回
相
談
所
開
設
日
程

四
月
二
十
日
柬
い
い
い
い
三
十
分

む
つ
市
市
民
相
談
室



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ
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確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

●
税
額
を
多
く
申
告

し
て
い
た
と
き
は

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気
づ
い
た
と
き
は
「
更
正
の
請

求
」
を
し
て
、
正
し
い
税
額
に
訂

正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
税
額
を
少
な
く
申
告

し
て
い
た
と
き
は

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ

と
に
気
づ
い
た
と
き
は
「
修
正
申

告
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
訂
正

し
て
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
き
は

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘

れ
て
い
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

国

民

年

金

の

保

険

料

が

四

月

分

か

ら

変

わ

り

ま

す

国
民
年
金
に
第
一
号
被
保
険
者

と
し
て
加
入
し
て
い
る
農
業
や
自

営
業
の
人
が
納
付
す
る
保
険
料
が
、

今
年
四
月
分
か
ら
八
、
〇
〇
〇
円
に

変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
年
金
額
が
物
価
上
昇

な
ど
に
合
わ
せ
て
ス
ラ
イ
ド
さ
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

費
用
が
加
入
者
の
保
険
料
と
国
庫

負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、

改
定
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

な
お
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

四
月
分
か
ら
翌
年
の
三
月
分
ま
で

の
一
年
間
を
、
四
月
中
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
、
保
険
料
が
年
五
分

五
厘
の
利
率
に
よ
る
複
利
現
価
法

に
よ
っ
て
計
算
し
て
「
割
引
い
た

額
」
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
納
め
る
こ

と
で
、
毎
月
納
め
に
行
く
と
い
う

手
間
が
省
け
ま
す
し
、
納
め
忘
れ

る
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

五
月
一
目
以
降
に
な
り
ま
す
と
、

役
場
で
は
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き

ず
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所

に
出
向
い
て
納
め
る
か
、
社
会
保

険
事
務
所
が
発
行
す
る
納
付
書
で

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
め
ん
ど

う
な
手
続
き
を
取
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
み

な
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
義
務
で

あ
り
、
納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
ば
か

り
に
、
万
一
の
事
故
や
、
歳
を
と

っ
た
と
き
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
は
大
変
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
納
め
忘
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

国

民

年

金

の

保

険

料

は

忘

れ

ず

に

納

め

ま

し

よ

う

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

昭
和
六
十
三
年
度
の
保
険
料
は
、

四
月
が
最
終
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
、
も

う
一
度
お
手
元
の
納
付
書
を
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。



領
収
書
や
契
約
書
と
印
紙
税

私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
の
な
か

で
、
作
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
す
る

文
書
の
な
か
に
は
、
領
収
書
や
不

動
産
売
買
契
約
書
な
ど
の
よ
う
に

印
紙
税
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。印

紙
税
は
、
印
紙
税
が
か
か
る

文
書
を
作
っ
た
人
が
、
そ
の
文
書

に
定
め
ら
れ
た
顔
の
収
入
印
紙
を

貼
り
、
消
印
し
て
納
付
す
る
税
金

で
す
。
忘
れ
ず
に
印
紙
を
貼
り
ま

な
お
、
税
法
改
正
に
よ
り
、
四

月
一
日
以
降
に
作
成
す
る
物
品
等

の
売
買
契
約
書
、
賃
貸
借
契
約
書

委
任
状
及
び
商
品
券
な
ど
は
印
紙

税
が
か
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

平成元年度納期限一覧表

ピ
カ
ピ
カ
の
新
入
社
員
が
目
に

つ
く
シ
し
ス
ン
で
す
。

学
生
時
代
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
、

ジ
ー
パ
ン
、
ス
ニ
ー
カ
ー
と
い
っ

た
身
な
り
の
若
者
た
ち
が
、
パ
リ

ツ
と
し
た
ス
ー
ツ
姿
に
変
身
し
て

職
場
に
向
か
い
ま
す
。

最
近
ぱ
、
女
性
の
新

人
社
員
も
キ
ヤ
リ
ア

ー

ウ
ー
マ
ン
ら
し
い
雰
囲

気
の
カ
チ
ッ
と
し
た
ス

ー
ツ
を
好
ん
で
着
て
い

ま
す
。
女
性
が
変
わ
っ

た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
の
施
行
以
来
．
総

合
職
を
目
指
す
女
性
が
増
え
、
入

社
と
同
時
に
遠
隔
地
に
配
属
に
な

る
女
性

も
珍

し
く
な
く
な
り
ま
し

た
。そ

れ
に
し
て
も
、
現
代
の
若
者

は
ど
ん
な
職
業

感
を
持

っ
て

い
る

の
で

し
ょ
う

か
。
総
理
府
の
「
勤
労

と
生
活

に
関
す
る
世
論
調
査

（
昭

和
六

十
二

年
七
月
）
」
に
よ

る
と
、

終
身
雇

用
は
企
業
、
勤
労
者

に
と

っ
て
よ

い
制
度
だ
と
す

る
人

は
、

二

十
代
が
も
っ
と

も
少

な
く
、
反

対
に
悪

い
制
度
だ

と
す

る
人
は
二
十
代

が
も
っ

と

も
多
く
な

っ
て

い
ま

す
。
終
身
雇

用
に
対
す

る
考
え
方

が
変

わ
っ
て

き
て

い
る
よ

う
で

す
ね
。

い
ず

れ
に
し

て
も
張

り
切
っ
て
ス

タ
ー
ト

し

た
新
人
社
員

た
ち
Ｉ

心
身
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩

し

て

ピ
五

月

病

”

に

か

か

っ

た

り

し

な

い

よ

う

健

康

に

は

注

意

し

た

い

も

の

で

す

。

四

月

七

日

は

「

世

界

保

健

デ

ー

」
。
こ

の

日

は
ｗ

Ｈ

ｏ

（

世

界

保

健

機

関

）
誕

生

を

記

念

し

て

設

け

ら

れ

た

日

で

、

日

本

で

も

健

康

に

つ

い

て

の

関

心

を

高

め

る

た

め

の

行

事

が

行

わ

れ

ま

す

。

今

年

の

世

界

共

通

標

語

は
「
ｌｅ
ｔ
’ｓ

ｔ
ａ
ｌ
ｋ

Ｈ
Ｅ
Ａ
」
Ｔ
Ｈ

．、（
健

康

に

つ

い

て

語

ろ

う

の

意

味

）
」

で

す

。



●

靴

の

手

入

れ

●

こ

ま

め

な

手

入

れ

で

長

く

美

し

く

四
月
丿

平
成
時
代
の

”
社
会

人
第

言
グ

と
し
て
新
卒
者
が
は

ば
た
き
ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

に
ま
ず
求
め
ら
れ
る
の
が
、
身
だ

し
な
み
。
文
字
ど
お
り
、
第
一
歩

を
し
っ
か
り
踏
み
し
め
る
た
め
に

は
、
足
元
が
大
切
と
い
え
る
で
し

靴
を
買
う
と
き
は
、
つ
ま
先
立

ち
、
あ
る
い
は
立
っ
た
り
座
っ
た

り
と
色
々
と
試
し
、
か
か
と
や
指

先
な
ど
が
靴
に
あ
た
ら
ず
楽
に
覆

け
る
、
違
和
感
の
な
い
靴
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

午
前
中
は
足
を
あ
ま
り
使
っ
て

い
な
い
の
で
、
ま
だ
”本

当
の
足
”

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
買
う
な
ら
ば

足
が
む
く
み
が
ち
の
夕
方
が
良
い

で
し
ょ
う
。
も
し
朝
方
に
買
う
の

で
し
た
ら
、
少
し
ゆ
っ
た
り
め
が

い
い
で
し
ょ
う
。

靴
は
覆
き
替
え
て
使
う
と
長
持

ち
し
ま
す
。
通
勤
用
と
し
て
男
性

は
三
足
、
女
性
は
五
足
ぐ
ら
い
用

意
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
ま

た
皮
靴
は
雨
に
弱
い
の
で
、
一
足

は
雨
靴
と
し
て
、
合
成
皮
革
を
買

っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

靴
を
買
っ
た
ら
、
手
入
れ
に
も

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
お
る

古

剛
に
靴
ク
リ
ー
ム
を
薄
く
伸
ば

し
て
塗
っ
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
油
分
が
補
強
さ
れ
、
皮
が

し
な
や
か
に
な
り
、
長
持
ち
し
ま

す
。
ま
た
、
毎
日
の
手
入
れ
も
大

切
で
す
。
帰
っ
て
き
た
ら
靴
ク
リ

ー
ナ
ー
で
汚
れ
を
落
と
し
、
靴
ク

リ
ー
ム
を
塗
る
こ
と
を
心
が
け
た

い
も
の
で
す
。
も
し
靴
に
傷
が
っ

い
た
場
合
は
、
樹
脂
な
ど
が
入
っ

た
補
修
材
料
で
直
し
ま
し
ょ
う
。

応
急
処
置
の
場
合
は
、
靴
の
色
に

合
っ
た
ク
レ
ヨ
ン
を
傷
に
塗
り
、

カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
を
。
ク
レ
ヨ
ン

は
、
ロ
ウ
や
顔
料
が
入
っ
て
い
る

の
で
、
一
時
的
に
使
う
に
は
良
い

で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
足
の
に
お
い
は
嫌

な
も
の
。
汗
止
め
の
パ
ウ
ダ
ー
か

重
曹
（
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

を
、
靴
の
中
に
さ
ら
っ
と
振
り
ま

い
て
覆
く
と
、
酸
性
の
汗
が
中
和

さ
れ
て
嫌
な
に
お
い
が
防
げ
ま
す
。

使
い
始
め
の
手
入
れ
と
、
そ
の

後
の
こ
ま
め
な
手
入
れ
を
怠
ら
な

い
こ
と
が
、
靴
を
長
く
美
し
く
保

つ
秘
訣
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

お

宅

の

電

気

設

備

は

大

丈

夫

で

す

か

四
月
は
入
学
、
就
職
、
転
勤
の

た
め
、
引
っ
越
し
や
部
屋
の
模
様

替
兄
な
ど
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
旅
行
や
行
楽
な
ど
の
た
め
留

守
が
ち
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
圉
東
北
電
気
保
安
協

会
は
、
ご
家
庭
、
商
店
な
ど
の
電

気
設
備
を
、
東
北
電
力
か
ら
委
託

を
受
け
、
二
年
に
一
回
無
料
で
安

全
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

当
協
会
の
調
査
職
員
が
お
宅
へ
お

伺
い
し
た
と
き
や
、
再
訪
問
ご
通

知
を
し
ま
し
た
と
き
に
は
、
ど
う

か
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

４ 月 行楽

受けて安心、安全調査
（財）東北電気保安協会

満１歳になる
赤ちゃんを

掲載しています

満１歳になる前の月の１５日ま

でに 役場総務課まで連絡く

ださい。

火事・緊急の場合は

‘１‘１９ 番 ヘ

サイレンの試験日は

毎月１日、１５日（正午）

佐井消防分署 Ｓ３８－２２６６

戸 籍 の 窓 口

３月１４日現在

○お 誕 生 お め で と う

川岸 優衣（ 優 ） 古佐井

吉田 裕典（眞一） 古佐井

○ ご 結婚 お め で とう

工 藤 仁 志 蓬田村
（

樋 囗 聖 子 古佐井

若 山 明 生 古佐井
（
新 田 徳 子 大間町

菅 原 淳 青森市
（
船 越 瞳 大佐井

宇田川 幸 男 浦安市
（
横 浜 めぐみ 磯 谷

東 出 雅 範 磯 谷
（
佐 藤 裕 子 紋別市

○おくやみ 申し上 げ ま す

長島 力雄（力三郎）大佐井

東出 正一（建 一）矢 越

中田 たよ（哲 雄）古佐井

溝江 りゑ（謙 一）大佐井

２月２８日現在人口（前月比）

男 氣９化 （－３ ）

女 １，９７０ （＋３ ）

計 ３，８８６ （ 土○）

世帯数 １，１２０ （土○）


	第236号
	県観光地美化協力団体　表彰式
	長後緑の少年団
	平成元年度予算
	文部大臣奨励賞　磯谷中二年　川村真樹君
	佐井村福祉のつどい
	留守家族激励訪問
	戸籍の窓口

